２０１０年７月２５日
代議員総会承認
海外の主要地域に在住・駐在する明治大学
校友による団体の成立要件等について
　海外の主要地域に在住・駐在する明治大学校友が団体を組織し，下記の設立目的を有し，要件を満たしている場合，明治大学校友会（以下，「本会」という。）は申請により，公認団体として認めることができる。
記
１　設立目的
　⑴　この団体は母校への支援・賛助，社会貢献活動等を通して，会員相互の親睦を図るとともに，定期的に現地情報の発信を行うことを目的とする。
　⑵　この団体は設置されている外国支部と連携を密にし，所期の目的を達する。また支部未設置地域（国）においては支部設立を推進し関係者と協力する。

２　設立要件

⑴　海外の主要地域に１年以上在住・駐在する２名以上の明治大学校友によって構成されていること。なお，設立した会への入会については，１年未満の在住・駐在期間でも認める。
⑵　この団体は，会長等役員を置き，役員名簿（住所，メールアドレス）が完備されていること。また，毎年一回本会に活動報告書を提出することが望ましい。
⑶　この団体には事務所等の連絡先があり，いつでも本会からの連絡が取れる状態にあること。
３　名称

この団体が上記の要件を満たす場合には，本会が「明治大学○○紫紺会」（○○の部分は，在住・駐在地名を入れる）と称することを基本とし，会員が１０名以上の団体に対しては会旗を授与することができる。

４　その他

⑴　この団体は，本会の支部（県単位・地域・外国）とは別の公認団体とす

る。
　⑵　設立目的及び設立要件のうち，一つ以上の要件を満たさなくなった場合には，公認を取り消す。

　⑶　会員が１名の場合には，会長は当該校友を「明治大学校友会○○代表（または通信員）」（○○の部分は，在住・駐在地名を入れる）として委嘱することができる。
⑷　この事務取扱いは，経営企画部校友課が行い，２０１０年７月２６日から適用する。
以　上






